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圧縮応力状態で形成された丘陵地形，典
型的な断層地形（Pressure  Ridge)である．
そっくりの地形が，甲府盆地にも見られる�



クライストチャーチの町が建設される前，ここは広い
干潟であった．泉からの湧水が集まって緩やかな流
れの小川（Avon  River）を形成した．泉の源流は市中
心部から約１０ｋｍ北を流れるWaimakariri   River．　
川の水は地下の礫層を浸透してクライストチャーチの
中心部で再び地表に出て,美しいGarden   Cityを潤し
てきた．�



科学博物館と思われる建物の時計塔には，昨年９月に発生した地震（７．１）の大きな
ポスターが貼ってあった．おそらく，ポスター展示等によって昨年９月の地震の教訓を
伝え，市民に地震に対する注意を喚起する催しが行なわれていた．しかし，建物は大
きな損傷を受け，立ち入り禁止となった．�



犠牲者の身元確認方法�

PHASE-1:　Police  DVIは救助作業を支援，犠牲者は一時安置所へ移動�

PHASE-2:　遺体の検視（指紋，治療記録等），所持品記録�

PHASE-3:　生前情報収集（衣服，写真，装飾品，治療記録，DNA等）�

PHASE-4:　照合による犠牲者特定（複数条件で照合，家族，メディアへ報告�

PHASE-5:　経過報告（DVI関係者の情報共有，メンタルケア）�

我が国のように，家族が直接被災者の本人確認を行うことはしない．被災者
の変わり果てた姿に，家族の受ける精神的ショックが大きいこと，またそのた
め，被災者を見間違える可能性があることを考慮している．�



瓦礫の中から携帯を使って連絡�

•  奥田さん：足を挟まれたまま兄に電話�
　　　兄→大使館へ連絡→現地�
•  亀遊先生：がれきの下からメールで富山県高岡
市の実家へ連絡，クライストチャーチへ�

•  携帯電話の通話は規制されても，パケット通信は
規制がかからない�

•  市民は携帯電話を通電箇所まで行って，見ず知
らずの家で充電を依頼�

•  ３日以上バッテリーがもてば，携帯電話は強力な
安否確認ツールとなる�



厳重な立ち入り規制と情報統制�



立入制限地区（cordon）�

•  厳重な立入制限�
– 警察，軍隊�
– 違反者は逮捕�
– 在住者，ビジネス関係者問わず�

•  ハーグレー公園へ避難の呼びかけ�
– 地震直後から呼びかけが行われた�

•  徹底した二次災害防止�
– 二次災害，略奪行為を防止�
– 夜間外出禁止令（夕方６時以降）�
– 市民は当局の指示に従順�
– 危険箇所の捜索活動は制限�
　救命活動の消防隊長のコメント「部下の安全を守ることが一番重要」�



ニュージーランド当局から見た�
日本のメディア�

•  ニュージーランドでは日本人犠牲者の報道は
行なわれていない�

•  日本のメディアの言動に批判：他の犠牲者や
被災地のことより，日本人犠牲者だけの安否
優先は偏狭な取材と映っている�

•  立ち入り禁止区域や病院に入り記者やカメラ
マンが拘束された�



ニュージーランドの災害対応体制�

•  New  Zealand  Coordinated  Incident  
Management  System  (CIMS)�

•  NIMSのニュージーランド版�
• 防災関係機関の通信機器統一による情
報共有�



ハグレー公園に設置された�
Incident  Command  Unit�



建物応急危険度判定�

市中心部の約３０００棟のうち，４５％が黄色か赤の判定�
８００棟が取り壊し�



ブロック塀の危険度判定�

エンジニアの目視による検査結果が，手書きでま
とめられている�
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AAC(Accident  Compensation  Corporation)　�
事故補償制度�

•  事故や災害で死亡した遺族や負傷者に対し
て，NZ政府から支払われる補償金�

•  外国人も対象（居住者，非居住者，年齢，職
業問わない）�

•  失業手当も支給される�
•  事故や災害に対する，損害賠償の請求はでき
ない�

•  今回の地震で，総額　$370  million  bill（3億
7千万NZドル，約225億円）の見通し�

出典：在ニュージーランド日本大使館	
  
　　　　The	
  Press	




EQCによる地震保険制度�

•  料率は全国一定（補償金＄100に対して
＄５）�

•  地震，地滑り等の自然災害�
•  加入率９８％�

出典：在ニュージーランド日本大使館	
  
　　　　The	
  Press	




ソーシャルメディアの活用�



GoogleのPerson  Finder�

生年月日や血液型まで公開し，個人の安否を検索�
災害時に，個人情報保護などと言っていられない�



Civil  Defense  もtwitterで情報提供�
#CHCH    #EQNZ�



P.  A.  White(2009)によるAvon  River�
形成の歴史�

•  約10000年前（氷河期）には，海岸線は現在より
さらに10km西にあった．�

•  おそらく，本流か支流かはわからないが，
Waimakariri  Riverは現Christchurch市街地近く
を流れていた．�

•  幾度かの大洪水（土石流？）により流路が礫で埋
まり，Waimakariri  Riverは北に流れを変え，現在
の流路となった．�

•  この礫層を流路として，Waimakariri  Riverの伏流
水がChristchurch市街地まで移動し，Avon  River
の川底から湧き出している．�



洪水（土石流）で形成された礫
層を浸透して，Waimakariri  
Riverから地下水が供給されて
いる�

湧水箇所	
  
流路	
  
市街地	


Avon   Rvierの川底から
湧水量は，流域の降雨
量よりはるかに多い�



地盤と地震動，液状化の因果関係�

　 Christchurch市街地の表層は，Waimakariri   Riverが供給した
礫層の不規則な境界上に，海成の砂が堆積した地盤で構成さ
れている．礫層の前線（図の青と茶色の境界部）は，傾斜してい
たり，場所的に盆状となっており，そのような礫層の上に砂地盤
が堆積した不整形表層地盤と考えられる．このような表層地盤
では，局所的に大きな地震動となったり，上下動が大きくなる
ケースがある．�
　波の静かな干潟のような場所であったChristchurchでは，細粒
の粒のそろった砂が緩やかに堆積した．砂の液状化は，砂の堆
積した市街地より海側で広域に発生してる．場所的に液状化の
規模や被害の程度が異なるのは，礫層の分布によって砂層の厚
さや不整形地盤が影響しているはずである．�
　Avon  Riverは氾濫を起こすような河川ではない．Avon  Riverと
液状化との間に因果関係があるとすれば，それは礫層の分布
（砂の分布）と伏流水のみずみちの関係であろう．�





液状化による倒木�

ハグレー公園内のAvon   River沿いでク
ヌギ（？）の木が何本も倒れていた．�
木の根は意外に浅く（50～70cm），地
根の周辺で下水位が高かったのだろう，
根の周辺で砂の液状化が発生していた．�



近代都市がもとの干潟の姿に戻った�


